
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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◇
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
施
行
令
及
び
大

学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）（
文

部
科
学
省
）

第
１
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
施
行
令
の

一
部
改
正

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五

年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
学
資
支
給
金
の
額
を
定
め
る
と
き
に
用
い
る
支
給

額
算
定
基
準
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
支
給
対
象
者
が
学

資
支
給
金
支
給
年
度
の
前
年
度
の
十
二
月
三
十
一
日
に

お
い
て
そ
の
生
計
維
持
者
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
又

は
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児
童
、
か
つ
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
百
二
十
三
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

当
該
学
資
支
給
金
支
給
年
度
の
前
年
度
の
一
月
一
日
か

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
十
九
歳
に
達
し
た
者
で

あ
る
と
き
は
、
当
該
学
資
支
給
金
支
給
年
度
分
の
当
該

生
計
維
持
者
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
か
ら
、

当
該
支
給
対
象
者
の
所
得
に
応
じ
て
定
め
る
額
を
控
除

す
る
こ
と
と
す
る
。（
第
八
条
の
二
第
四
項
関
係
）

第
２
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
改
正

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令

和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
授

業
料
等
減
免
の
額
を
定
め
る
と
き
に
用
い
る
減
免
額
算

定
基
準
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
授
業
料
等
減
免
対
象
者

が
授
業
料
等
減
免
実
施
年
度
の
前
年
度
の
十
二
月
三
十

一
日
に
お
い
て
そ
の
生
計
維
持
者
と
生
計
を
一
に
す
る

親
族
又
は
里
親
に
委
託
さ
れ
た
児
童
、
か
つ
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
百
二
十
三
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
当
該
授
業
料
等
減
免
実
施
年
度
の
前
年
度
の

一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
十
九
歳
に

達
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
授
業
料
等
減
免
実
施

年
度
分
の
当
該
生
計
維
持
者
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の

合
計
額
か
ら
、
当
該
授
業
料
等
減
免
対
象
者
の
所
得
に

応
じ
て
定
め
る
額
を
控
除
す
る
こ
と
と
す
る
。（
第
二
条

第
二
項
関
係
）

特
殊
法
人
等

裁
判
所
共
済
組
合
（
定
款
の
一
部
変
更
・

令
和
七
年
度
決
算
）、
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
関
係

地
方
公
共
団
体

解
散
命
令
、
教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行

旅
死
亡
人
、
公
示
送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る
政
令
に
規

定
す
る
デ
ジ
タ
ル
庁
令
・
総
務
省
令
で
定

め
る
事
務
を
定
め
る
命
令
第
十
三
条
各
号

に
規
定
す
る
事
務
の
処
理
に
係
る
シ
ス
テ

ム
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
等
に
関
す
る
標

準
化
基
準
を
定
め
る
省
令
附
則
第
三
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
認
め
る
地
方
公
共
団
体
が

利
用
す
る
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
及
び
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
日
（
同
三
〇
五
）

〇
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の

二
十
七
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医
薬
品
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
〇
六
）

〇
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の

二
十
七
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医
薬
品
等

（
同
三
〇
七
）

〇
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の

二
十
七
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
日
を
廃
止
す
る
件

（
同
三
〇
八
）

〇
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の

二
十
七
の
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
般
用
医
薬
品
等

を
廃
止
す
る
件
（
同
三
〇
九
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
大
韓
民
国
産
及
び
中
華
人
民
共
和
国
産
溶

融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
帯
及
び
鋼
板
に
対
し
て

関
税
定
率
法
第
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ

り
暫
定
的
な
不
当
廉
売
関
税
を
課
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
件
（
財
務
二
二
〇
）

〇
輸
出
統
計
品
目
表
及
び
輸
入
統
計
品
目
表

を
定
め
る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
二
二
一
）

〇
種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規

定
に
基
づ
き
品
種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

（
農
林
水
産
一
一
三
八
〜
一
一
四
五
）

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

社
会
福
祉
士
国
家
試
験
の
施
行

（
厚
生
労
働
省
）

社
会
福
祉
士
試
験
委
員
の
公
告
（
同
）

精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

精
神
保
健
福
祉
士
試
験
委
員
の
公
告
（
同
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁犯

罪
被
害
財
産
支
給
手
続
開
始
決
定
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
登
録
・
登
録
抹
消
・

証
票
亡
失
関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係
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